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■中期目標

　運営費交付金等を充当して行う業務については、「２.業務運営の効率化に関する事項」で定めた
事項について配慮した中期計画の予算を作成し、当該予算による運営を行うこと。

■中期目標

（人件費の見積り）期間中総額8,235百万円（一般勘定5,615百万円、治水勘定1,790百万円、道路整備
勘定830百万円）を支出する。
　但し、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国
際機関派遣職員給与に相当する範囲の費用である。
（運営費交付金の算定方法）ルール方式を採用
（運営費交付金の算定ルール）
　運営費交付金＝業務経費※１＋人件費※２＋一般管理費※３
　　※１　業務経費（人件費を除く）
　　　　　　業務経費＝前年度における業務経費×γ
　　※２　人件費
　　　　　　人件費＝①基準給与総額＋②退職手当所要額±③新陳代謝所要額
　　　　　　　　　　±④運営状況等を勘案した給与改定分等（前年度実績分）
①基準給与総額
　 　13年度においては、国の職員であった場合に支給される基本給、諸手当、共済組合負担金等の
所要額。
　　14年度以降においては、積算上の前年度人件費相当額－前年度退職手当所要額
②退職手当所要額
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　当年度に退職が想定される人員ごとに積算された所要見込額。
③新陳代謝所要額
　 　新規採用給与総額（予定）の当年度分＋前年度新規採用者給与総額のうち平年度化額－前年度
退職者の給与総額のうち平年度化額－当年度退職者の給与総額のうち当年度分
④給与改定分等（14年度以降適用）
　　昇給原資額、給与改定額、退職手当、公務災害補償費等当初見込み得なかった人件費の不足額。
　なお、昇給原資額及び給与改定額は、運営状況等によっては、措置を行わないことも排除されない。

　　※３　一般管理費（人件費を除く）
　　　　　　一般管理費＝①公租公課等＋中期目標期間の初年度における公租公課等を除くその
　　　　　他の一般管理費×α×β
①公租公課等
　公租公課、システム借料等の固定的経費

　　　　　　α：効率化係数（毎年度決定する）
　　　　　　β：消費者物価指数上昇率（毎年度決定する）
　　　　　　γ：政策係数（業務の重要性を勘案した係数で毎年度決定する）

［注記］
　前提条件：平成13年度は所要額の積み上げである。
　　　　　　期間中の効率化係数を0.97、消費者物価指数上昇率を1.00、政策係数を1.00として推計。
　　　　　　給与改定分等を0として推計。
　　　　　　人件費は、平成13年度と同額として推計。
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■年度計画

（１）予　　算（別表－１のとおり）
（２）収支計画（別表－２のとおり）
（３）資金計画（別表－３のとおり）

■年度計画における目標設定の考え方
　予算、収支計画、資金計画について別表－１～３のとおり計画し、これを適正に実施することとした。

■平成17年度における取り組み
　受託収入及び施設利用料等収入等の増加及びそれに関連した支出の増加はあるが、予算をもとに計画
的に執行した。
（１）予　　算（別表－１のとおり）
（２）収支計画（別表－２のとおり）
（３）資金計画（別表－３のとおり）
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【施設整備費補助金、施設整備費】
　主に翌年度への繰越（アスベスト対策のための研究施設等改修）による減。
【受託収入、受託経費】
　受託研究等の依頼が予定を上回ったことによる増。
【施設利用料等収入】
　主に知的所有権収入、財産賃貸収入が予定を上回ったことによる増。
【寄附金収入】
　寄附（（社）日本鉄鋼連盟）があったことによる増。
【雑収入】
　消費税還付金及び利息等があったことによる増。
【業務経費】
　主に前年度からの繰越による増。
【人件費】
　当年度本来計画額から運営費交付金債務を減額した額が計画額となっているための増であり、当年
度本来計画額に対する実績の比較は下表のとおりである。
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　　主に退職者が予定より少なかったことによる減。

【一般管理費】
　前年度からの繰越及び自己収入である受託収入、施設利用料等収入が予定を上回ったことに伴う自
己収入に係る一般管理費の増加による増。
　なお、運営費交付金に係る一般管理費については、13年度において運営費交付金相当額として見積
もられた額（公租公課等の固定的経費を除く。）に比べ約7％の節減（消費者物価指数変動相当額を含
む。）を行っている。

【研究開発及び研究基盤整備費】
　剰余金（研究開発及び研究基盤整備積立金）の取り崩しによる増。
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【研究業務費】
　主に前年度からの繰越等による増。
【受託業務費、受託収入】
　受託研究等の依頼が予定を上回ったことによる増。
【一般管理費】
　主に自己収入である受託収入、施設利用料等収入が予定を上回ったことに伴う自己収入に係る一般
管理費の増加による増。
【減価償却費、資産見返運営費交付金戻入、資産見返物品受贈額戻入、
資産見返寄附金戻入】
　運営費交付金で取得した資産及び寄附による資産の減価償却費等による増。
【その他の経常費用】
　固定資産の除却損等による増。
【運営費交付金収益】
　前年度からの繰越による増。
【施設利用料等収入】
　主に知的所有権収入、財産賃貸収入が予定を上回ったことによる増。
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【施設費収益】
　施設整備費補助金に係る撤去費用等による増。
【寄附金収益】
　寄附（（社）日本鉄鋼連盟）があったことによる増。
【その他の収益】
　消費税還付金及び利息等があったことによる増。
【総利益】
　主に運営費交付金債務における残額について、中期目標期間終了時において全額を収益化したこと
（独立行政法人会計基準第80）及び施設利用料等収入の増加により得た利益である。
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【業務活動による支出】
　主に受託、施設利用料等収入が予定を上回ったことに伴う支出の増加による増。
【投資活動による支出】
　主に運営費交付金により資産を取得したことによる増。
【施設利用料等収入】
　主に知的所有権収入、財産賃貸収入が予定を上回ったことによる増。
【受託収入】
　受託研究等の依頼が予定を上回ったことによる増。
【寄附金収入】
　寄附（（社）日本鉄鋼連盟）があったことによる増。
【業務活動による収入のうちその他の収入】
　科学研究費補助金等の収入があったことによる増。
【施設費による収入】
　主に翌年度への繰越（アスベスト対策のための研究施設等改修）による減。
【投資活動による収入のうちその他の収入】
　主に定期預金からの払い出しによる増。
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■中期目標等における目標の達成状況

　法人全体の収益増につながる自己収入確保のための研究成果の情報発信及び普及活動、受託研究
の実施など積極的な経営努力により、中期計画を大幅に上回る自己収入実績を達成したところであ
る。
　特に、特許権実施料等の知的財産権収入、施設貸出による財産賃貸収入等の施設利用料等収入に
ついては、中期計画予算額の３倍以上の実績を上げたことは特筆すべきと考えている。
　また、業務運営の効率化を踏まえた予算運営については、中期計画において定めた一般管理費の
抑制目標を考慮した予算の適切かつ効率的な執行を行うことにより、中期計画に掲げる目標を上回
る一般管理費の抑制を実現したところである。
　以上より、中期計画に掲げる予算、収支計画及び資本計画については目標を達成したと考えてい
る。
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■中期目標 　

　運営費交付金等を充当して行う業務については、「２.業務運営の効率化に関する事項」で定めた
事項について配慮した中期計画の予算を作成し、当該予算による運営を行うこと。

■中期計画

　予見し難い事故等の事由に限り、資金不足となる場合における短期借入金の限度額は、単年度
900百万円とする。

■年度計画

　予見し難い事故等の事由に限り、資金不足となる場合における短期借入金の限度額は、単年度
900百万円とする。

■年度計画における目標設定の考え方
　資金不足となる場合における短期借入金の限度額は、中期計画に定めた額と同様に900百万円とし、
予見し難い事故に限ることとした。

■平成17年度における取り組み
　平成17年度は、国における暫定予算編成等、法人にとっての予見し難い事故の発生がなかったため、
短期借入を行わなかった。

■中期目標等における目標の達成状況

　中期目標期間中の予見し難い事故等の事由により資金不足が生じた場合に対処するため、短期借
入金の限度額を900百万円と設定したが、中期目標期間中、国における暫定予算編成等、法人にとっ
ての予見し難い事故等はなく、また、適切な資金管理により、資金不足が生じなかったため、短期
借入金を行うことなく適切な予算運営が達成されたところである。

短期借入金の限度額4
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■中期目標

　運営費交付金等を充当して行う業務については、「２.業務運営の効率化に関する事項」で定めた
事項について配慮した中期計画の予算を作成し、当該予算による運営を行うこと。

■中期目標

　中期目標期間中に発生した剰余金については、研究開発及び研究基盤の整備充実に使用する。

■年度目標

　中期目標期間中に発生した剰余金については、研究開発及び研究基盤の整備充実に使用する。

■年度計画における目標設定の考え方 
　中期目標期間中に発生した剰余金については、研究開発及び研究基盤の整備充実のために使用するこ
ととした。

■平成17年度における取り組み
　16年度利益処分にかかる「研究開発及び研究基盤整備積立金」は、国土交通大臣から平成17年11月25
日付けで36,474,610円の承認を受けた。

　17年度は、これまでに承認を受けた額と合わせて、66,302,612円を昨年度に引き続き、既存の実験棟
を改修して水災害・リスクマネジメント国際センター棟を整備する経費の一部に使用し、研究基盤整備
を行った。

剰余金の使途5
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■中期目標等における目標の達成状況

　中期目標期間全般にわたり、法人全体の収益増につながる特許権実施料収入、技術指導料収入
等自己収入確保のための経営努力を行い、研究開発及び研究基盤の整備充実に使用できる、総額
91,055,005円の剰余金が発生したところである。
　この剰余金は、研究基盤の整備充実のため、水災害・リスクマネジメント国際センター棟の整備
経費の一部として使用することにより、有効に活用された。
　以上により、中期計画に掲げる剰余金の使途については、本中期目標期間内に達成できたと考え
ている。
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　（１）施設及び設備に関する計画

■中期目標

　施設・設備については、“業務運営の効率化に関する事項における施設、設備の効率的利用”に
より効果的な利用を図るほか、業務の確実な遂行のため計画的な整備・更新を行うとともに、所要
の機能を長期間発揮し得るよう、適切な維持管理に努めること。

■中期計画

　中期目標期間中に実施する主な施設整備・更新及び改修は別表－14のとおりとする。

その他主務省令で定める業務運営に関する事項６



その他主務省令で定める業務運営に関する事項

240

■年度計画

　17年度に別表－15のとおり主な施設整備・更新及び改修を実施し、現中期計画を達成させる。また、
次期中期計画に向けて、新設・廃棄及び老朽化対策等についてまとめる。

■年度計画における目標設定の考え方 
　中期目標・中期計画に基づき、施設整備・更新及び改修を行うとともに、次期中期計画における研究
活動に即した施設整備の検討を行う。

■平成17年度における取り組み 

　平成17年度予算により、表－６.１.１.１の施設の整備を実施した。
　さらに、土質共同実験棟改修（水災害・リスクマネジメント国際センター棟整備）にあたっては、剰
余金66,303千円を活用して施設整備の充実を図った。
　なお、平成17年度補正予算（18年２月３日成立）によるアスベスト対策改修費80百万円（研究本館、
浸透実験施設等改修）は、設計積算等に日数を要し、平成18年度に整備する予定である。



その他主務省令で定める業務運営に関する事項

241

　土木工事に用いられる高分子系材料に関する技術開発に使用する試験装置類を整備した。

　水災害・リスクマネジメント国際センターと流域治水技術研究の拠点とすべく、実験棟を改修した。
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　舗装路面の疲労破壊評価に関する研究用の屋内標準路面を具備した実験棟を新設した。

　老朽化した照明設備と排水設備等を改修し、安全性向上・作業環境改善・省エネルギー化を図った。

　老朽化が著しく、雨漏れ等による電気設備等の事故の危険性が増してきたが、本改修で危険性等の障
害を回避した。
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　老朽化した計測・解析装置を更新し、障害を回避でき、高稼働率の使用に対応できるようになった。

　安全確保と電力の安定供給のため、老朽化により絶縁低下した高圧ケーブルを更新した。

　安全確保と電力の安定供給のため、老朽化により絶縁低下した受変電設備を更新した。
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　施設の老朽化を背景に、次期中期計画における試験研究動向が的確に履行できるよう大規模実験施設
と建物等基盤施設の検討を行い、次期中期計画に反映させた。
　また、水中環境実験施設においては、屋外門型クレーンの老朽化が著しく近年の使用頻度も少ないこ
とから、今後は必要に応じて移動式クレーンを使用することとして、解体撤去した。

■中期目標等における目標の達成状況

　新規整備・更新においては、所定予算内での所定施設整備が完了した。
　また、改修においては、一部施設貸し出し収入を投入しつつ業務を進めるとともに、約30年前に
一斉に整備された多くの施設の老朽化に適切に対応することにより施設災害の発生を完全抑止し
た。
　以上より、中期計画に掲げる施設及び設備に関する計画は、本中期目標期間内に達成できたと考
えている。
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（２）人事に関する計画

■中期目標

　高度な研究業務の推進のため、必要な人材の確保を図るとともに、人員の適正配置により業務運
営の効率化を図ること。

■中期計画

　中期目標の期間中に、定年退職等を含めた適切な人員管理を行い、その結果生じた減員について
は、効率的・効果的な研究開発を実施するため、公募による選考採用や関係省、大学及び他の研究
機関等との人事交流、任期付き研究員の採用を図ることとするが、定型的業務の外部委託化の推進
などにより人員増は行わない。

■年度計画

　他の研究機関等との人事交流や公募による任期付研究員の採用を積極的に推進し、多様化・高度
化する研究ニーズに即応した人材の確保をはかる。

■年度計画における目標設定の考え方
　中期目標・中期計画に基づき、多様化・高度化する研究ニーズに即応した人材の確保を積極的に進め
ることとした。

■平成17年度における取り組み

　17年度においては、次の研究課題に取り組むため、６名の専門技術者等を任期付研究員として採用し、
研究担当チームに配属した。これらの者を含め、17年度末現在任期付研究員の数は10名となる。
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　当研究所における研究開発の推進、研究部門における研究スタッフの充実のため、大学との人事交流
を行っており、17年度末現在大学からの人事交流は４名となる。

　これまで、国家公務員試験Ⅰ種合格者の研究職員への採用は、国土交通省からの出向によってきた。
　研究所の重点分野、今後の研究ニーズ等を勘案し、研究所が必要とする優秀な人材を計画的に採用す
るため、16年度より研究所自ら国家公務員Ⅰ種試験合格者の面接を行い、17年度においては、研究職員
３名を採用した。

　研究所の職員の資質を向上するため、研修計画を策定し、研究所自ら英会話研修、研究資質向上研修
及び管理者研修等を実施し、積極的に受講させた。
　また、国等が実施する外部の研修についても研修案内を職員に周知し、受講するよう指導した。

■中期目標等における目標の達成状況

　17年度は任期付研究員を新たに６名採用し、年度末で10名在籍している。また、大学との人事交
流による職員は17年度末で４名在籍しているなど、高度化・多様化する研究に即応した人材の確保
を行った。これらの者を各研究部門に適正に配置すること等により、業務運営の効率化を図り、人
員増を行わずに国民への質の高いサービスの提供、行政への高度な技術支援を実施した。
　以上より、中期計画に掲げる人事に関する計画は、本中期目標期間内に達成できたと考えている。
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